
　数　　量　　計　　算　　書　

（　工事数量総括表　）



4ｔ積(良好)､山積0.28m3､L=0.4km､往
路､積込(ﾙｰｽﾞ)

m3 70.3

埋設管表示シート工 m

建込工（両側分） 掘削深 2.0ｍ以下 m

m 35.5

機械掘削工 (バックホウ) [山積0.28m3]

1.2 管布設工(管径φ150mm)

1 管布設工

1.1 管路土工(管径φ150mm)

工事数量総括表
名　　　称 種　　　別 単位 設計数量 積算数量 摘　要

100

発生土運搬工 （DIDなし）

m3 101.9

発生土処分工 （機械積込み） [10ｔ積(良好)､山積0.45m3積込]DID
無 L=2.0km

m3 31.6 30

砕石基礎設置工 (機械施工) [施工規模『10㎥未満』] m3 8.5 9

53.0 53

70

機械投入埋戻工 (発生土) ﾊﾞｯｸﾎｳ[山積0.28m3]+ﾀﾝﾊﾟ締固め m3 63.3 60

機械投入埋戻工 (購入土) ﾊﾞｯｸﾎｳ[山積0.28m3]+ﾀﾝﾊﾟ締固め m3 9.9 10

2 マンホール工

1.3 管路土留工(建込簡易土留)

建込工（両側分） 掘削深 2.5ｍ以下 m

リブ付硬質塩化ビニル管設置工 管径150㎜ [施工規模『20ｍ以上』] m

19.5 20

たて込み簡易土留材賃料 (30ｍ当り) 深 2.5ｍ､幅 3.0ｍ未満 ㎡ 150 150

35.5 36

引抜工（両側分） 掘削深 2.0ｍ以下 m 19.5 20

引抜工（両側分） 掘削深 2.5ｍ以下 36

たて込み簡易土留材賃料 (30ｍ当り) 深 2.0ｍ､幅 3.0ｍ未満 ㎡ 78 78

組立1号マンホール材料費 ブロック、蓋、受枠等 式

内径900×高1200㎜ 個 1

個 1

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手

組立式ﾏﾝﾎｰﾙ調整ﾘﾝｸﾞ

1号ﾏﾝﾎｰﾙ斜壁(Ⅰ種)

1

上径600×下径900×高450㎜

1

組

内径600×高150㎜

個 2 2

かぎ付 浮上防止型

1 1

1

底部工 (組立式）
組立１号マンホール（落差工
h=2cm）

箇所 1 1

2.1 組立１号マンホール(内径900mm)

組立マンホール設置工
１号(内径900㎜) 3ｍ以下 [施工規
模『４箇所未満』]

箇所 1 1

塩ビ管φ150用
流入1箇所＋流出1箇所＝計2
箇所

調整ﾘﾝｸﾞ 高150mm用 枠変形防止
機能付

1

個 1

RC-40 m3 0.230 0.23

53.0 53

小型構造物　②18-8-40

個 1 1

個 1 1

1

m3 0.141 0.14

モルタル上塗工 (マンホール用)

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

厚さ 20㎜､配合 1:2 ㎡ 0.712 0.71

ｲﾝﾊﾞｰﾄコンクリート工

1号ﾏﾝﾎｰﾙ底版(Ⅰ種)

組立式ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整部材

ﾏﾝﾎｰﾙ鉄蓋(丸形 600用 T-14)

1号ﾏﾝﾎｰﾙく体ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅰ種)

有効高 130㎜



工事数量総括表
名　　　称 種　　　別 単位 設計数量 積算数量 摘　要

ｔ＝20ｃｍ、山積0.28㎥ ㎥ 0.280 0.28

コンクリート製 式 1 1

基礎砕石工 箇所 1 1

小型マンホール設置工

底部工 (小型マンホール）

基礎砕石工
（機械施工、敷均し厚20cmまで）

基礎板 H＝100（600口） 個 1 1

底ブロック Ｈ＝400（中間点・PRP150） 個 1 1

2.3 小型マンホール(内径300mm)

小型マンホール材料費 ブロック、蓋、受枠等 式 1 1

式

3

2

5 5
管径100 [施工規模『５箇所以上』､
管長『3ｍ未満』]

1

箇所 3

2

箇所

5

個

個 3

個 5

3 3

鉄蓋
H＝110（T-14）かぎ付、浮上防止
型、高さ調整金具、無収縮ﾓﾙﾀﾙ

調整ﾘﾝｸﾞ Ｈ＝150

ます設置工（塩化ビ製）材料費

厚さ 20㎜､配合 1:2

直壁 Ｈ＝1000

斜壁 Ｈ＝190

㎡ 0.505 0.51

組 1 1

個 1 1

個 1 1

個 1 1

0.17

ｲﾝﾊﾞｰﾄコンクリート工 小型構造物　②18-8-40 m3 0.096 0.10

内径750×高1200㎜ 個 1

2

底部工 (組立式）
組立０号マンホール（落差工
h=2cm）

箇所 2 2

0号ﾏﾝﾎｰﾙく体ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅰ種) 内径750×高1500㎜ 個 1 1

0号ﾏﾝﾎｰﾙ底版(Ⅰ種) 有効高130㎜ 個 2

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ RC-40

かぎ付 浮上防止型 個 2 2

組立式ﾏﾝﾎｰﾙ高さ調整部材
調整ﾘﾝｸﾞ 高100mm用 枠変形防止
機能付

組 2 2

1

0号ﾏﾝﾎｰﾙ斜壁(Ⅰ種) 上径600×下径750×高450㎜ 個

2

０号(内径750㎜)､楕円 2ｍ以下 [施
工規模『４箇所未満』]

2 2

箇所 2

2

m3 0.170

組立マンホール設置工

内径600×高100㎜ 個 2 2

2.2 組立０号マンホール(内径750mm)

組立０号マンホール材料費 ブロック、蓋、受枠等 式 1 1

塩ビ管φ150用 流出2箇所 個

3 汚水桝設置及び取付管工

3.1 ます設置工(内径φ200mm)

ます設置工（塩化ビニル製）

3.2 取付管布設工(内径φ100mm)

呼径200×4000㎜

200用 T-8  簡易型

200用(防護ﾊｯﾄ用)

流入100×流出100 横型 ストレート
合流

深さ 2.0m以下 防護蓋あり

ます(径200) [施工規模『５箇所以
上』]

防護蓋あり

ます設置工（塩化ビニル製）

1 1

本 1

0号ﾏﾝﾎｰﾙく体ﾌﾞﾛｯｸ(Ⅰ種)

2

組立式ﾏﾝﾎｰﾙ調整ﾘﾝｸﾞ

取付管布設工及び支管取付工

防護蓋

ﾌﾟﾚﾝｴﾝﾄﾞ直管

ゴム輪受口形 3

箇所

公設汚水桝塩ビ製内蓋

モルタル上塗工 (マンホール用)

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手

ﾏﾝﾎｰﾙ鉄蓋(丸形 600用 T-14)



工事数量総括表
名　　　称 種　　　別 単位 設計数量 積算数量 摘　要

水圧式 770～1300 本

1

3 3

m3

[10ｔ積(良好)､山積0.45m3積込]DID
無 L=2.0km

（軽量鋼矢板）

m3

m3 14.3 10

式 1 1

不陸整正 補充材無し m3 9.0 9

機械掘削
土砂、上記以外(小規模)、1箇所
100m3以下、標準

m3 0.5 1

1

軽量矢板修理費及び損耗費 軽作業

切梁基本料 水圧式 770～1300 本 3 3

1.2 1.2

腹起し基本料 110～120×120×130×4000 本 3 3

ｔ･現場

施工厚t=275mm超325mm以下、
RC-40

t=300mm ㎡ 54.0 54

110～120×120×130×4000 本 3 3

5.7

3.7

手動式 台 1

手動式 台 1

6

日

掘削深 2.0ｍ以下[､山積0.28m3]

ﾀﾝﾊﾟ締固め

1､2､3型 90日(3ヵ月)以内

機械掘削工 (バックホウ) [山積0.28m3]

1

下層路盤工（歩道）

5.7 6
掘削深 2.0ｍ以下[､ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.9t
吊]

4 附帯工

4.1 舗装復旧工

上層路盤工（歩道）
施工厚t=75mm超125mm以下、C-
20

5 仮設工

5.1 仮設工

水替工

アスファルト舗装工（人力）
表層（車道・路肩部）t=50以下,1.4m
未満,⑤再密13F

発生土処分工 （機械積込み） [10ｔ積(良好)､山積0.45m3積込]DID
無 L=2.0km

臨時電力設備 箇所 1

5

3.4 取付管土留工（軽量鋼矢板）

機械投入埋戻工 (購入土) ﾊﾞｯｸﾎｳ[山積0.28m3]

ﾊﾞｯｸﾎｳ[山積0.28m3] m3

5.2 安全工

交通誘導整備員B

人力投入埋戻工（発生土）

水圧ポンプ基本料

水圧ポンプ賃料

切梁賃料

土留支保工(軽量金属支保工)

軽量鋼矢板引抜工(両側分)

腹起し賃料

1

3.3 取付管土工(内径φ100mm)

機械投入埋戻工（発生土） 5.7

ポンプ据付・撤去工

ポンプ運転工（作業時排水､商用電源）

m

修理費及び損耗費

軽量鋼矢板建込工(両側分)

発生土処分工 （機械積込み）

軽量鋼矢板賃料

土留材賃料 軽量鋼矢板土留

１段､掘削深2.0ｍ以下､水圧式ﾊﾟｲﾌﾟ
ｻﾎﾟｰﾄ

1

日

現場

口径50㎜､揚程5ｍ×1台

口径50㎜､揚程5ｍ×1～2台 1

4 4

m3 9.0 9

m3 0.5 1

m

ｔ･日 1.2 1.2

㎡ 54.0 54

1 1

軽量鋼矢板土留

t=100mm

人 5

式 1

m 5.7 6

4

m3 0.9 1

6

3.8 4



工事数量総括表
名　　　称 種　　　別 単位 設計数量 積算数量 摘　要

6 間接工事費

月 2 2

6.1.2 役務費

借地料 宅地･宅地見込地及び農地

15.8仮設材の積込み､取卸し 基地～現場～基地 14.6+1.2=15.8 t 15.8

共通仮設費

仮設材の運搬費(鋼矢板･Ｈ形
鋼･覆工板･敷鉄板等)

(Ａ)長12ｍ以内,距離『10㎞まで』、
『往復』

14.6+1.2=15.8 t 15.8 15.8

6.1.1 運搬費

2

59

電力料 開口部水替用　２KVA契約 日 7 7

電力料 工事起終点　１KVA×２箇所 日 59

1.0上層路盤工（歩道）
施工厚t=75mm超125mm以下、C-
20

人力投入埋戻工 (発生土) ﾀﾝﾊﾟ締固め m3 1.1 1.0

0.6 0.6

人力投入埋戻工 (購入土) m3 0.2 0.2

6.1.4 技術管理費

t=100mm ㎡ 1.2

人力掘削工 土砂、現場制約あり m3 1.8

準備費

2

下層路盤工（歩道）
施工厚t=275mm超325mm以下、
RC-40

t=300mm ㎡ 1.2

2.0

発生土処分工（機械積込） 土砂、山積0.28m3、4tDT、小規模、
L=2.5km、DID無

m3

6.1.3

試験堀工 砂利道 箇所

6.1

1.0

取付管TV調査工 φ100mm 箇所 5 5

土質試験 締固めた土のコーン指数試験 試料 1 1

本管TV調査工 φ150mm m 53.0 53



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(管布設工：内径φ１５０mm)



砂利道 砂利道

19.50 35.50 55.00

18.37 34.67 53.04

舗装取り壊し

（㎡）

31.6 70.3 101.9

3.5 6.4 9.9

17.9 45.4 63.3

19.9 50.4 70.3

11.7 19.9 31.6

2.9 5.6 8.5

53.04

小　　計
(Q=0.2)

土留無　H ≦ 1.5 ( Q=0.20 ) 土留有　2.0 ＜ H ≦ 2.5 ( Q=0.20 ) 土留有　2.5 ＜ H ≦ 3.0 ( Q=0.20 )

10cm以下

15cm以下

路　線　延　長（ｍ）

管　渠　延　長（ｍ）

土　留　工　種　別

土砂

15cm以下

道　路　区　分

土留有　1.5 ＜ H ≦ 2.0 ( Q=0.20 )

30cm以下

舗装切断（ｍ）

砕石180°基礎（ｍ3）

土　砂　運　搬（ｍ
3
）

埋戻し（ｍ
3
）

砂

リブ付塩ビ管（ｍ）

（RC-40）

残土処理（ｍ
3
）

土砂

管路布設工集計書（φ150）その１

53.04

As

機　械　掘　削（ｍ
3
）

（本管ＴＶ調査延長）



管路布設工計算書(1.5＜H≦2.0)
砂利道 管種：PRP 150

掘削深 平均掘削深 路線延長 減　長 管渠延長 断面積

(m) (m) (m) (m) (m) (㎡)
 
 

1.853
1.927

 
 

1.927
1.834

 
 
 
 
 
 
 Q=0.20
 
 
 
 （砂）
 
 
 
 （土砂）
 
 
 
 
 
 
 
 （As）
 
 
 
 （土砂）
 
 
 
 （RC-40）
 

19.50 1.13 18.37 36.70
合　　　　　　　計

　※砕石180°基礎は、1層h=0.20m・・・基礎高　h=0.178m

m
3    × 0.178 2.9 18.37

砕石180°基礎

× 0.90

11.7 m
331.6 － 19.9

      

      

残土処理

m
3

      

      

    
残土処理

  

土砂運搬
17.9

17.919.50 m
3

      

19.9 m
3

－

      

埋め戻し

÷ 0.9

× 0.90

  

0.178 )×（ 1.8 － 0.60      

  

   

    

 

19.50 m
3× 0.200.90×

31.6 m
319.50 × 0.90

埋め戻し

3.5

      

× 1.8      

      
機械掘削

㎡

      

      
舗装取り壊し

1.8

30.08

ｍ2.90

舗装切断
0.53 15.47

19.50№ 2 1.89 3.50 36.70 ÷0.60

ｍ

平均掘削深
6.62

16.00

道路区分：

区　　　　　　　間 土　　工　　計　　算　　書

      

№ 2 ～ № 3 1.88

      

№ 1 ～



管路布設工計算書(2.0＜H≦2.5)
砂利道 管種：PRP 150

掘削深 平均掘削深 路線延長 減　長 管渠延長 断面積

(m) (m) (m) (m) (m) (㎡)
 
 

2.502
1.873

 
 

2.371
2.099

 
 
 
 
 
 
 Q=0.20
 
 
 
 （砂）
 
 
 
 （土砂）
 
 
 
 
 
 
 
 （As）
 
 
 
 （土砂）
 
 
 
 （RC-40）
 

35.50 0.83 34.67 78.84

m
3

合　　　　　　　計

     

70.3

砕石180°基礎

－ 50.4 m
3

      

     

m
3

      

     

45.4 ÷ 0.9 50.4 m
3

      

土砂運搬
     

－ 45.40.60 － 0.178 ) m
3

      

埋め戻し

     

35.50 m
3

      

     

35.50 0.90 × 2.2× 70.3 m
3

    

    

機械掘削

㎡

      

     

      

 

4 2.23 28.95 0.38№ 0-1+8.45 ～ №

34.67

平均掘削深
14.28

埋め戻し

28.57

ｍ78.84

ｍ

×

　※砕石180°基礎は、1層h=0.20m・・・基礎高　h=0.178m

19.9

5.60.90 × 0.178

残土処理

残土処理

6.4× 0.90 × 0.20

×（ 2.2

2.2÷ 35.50

道路区分：

区　　　　　　　間 土　　工　　計　　算　　書

 

舗装取り壊し

64.56
舗装切断

6.10

     

2.18 6.55 0.45№ 0+12.45 ～ № 1

     

  

 

35.50 × 0.90



種別・土留深

断　面　積

（㎡） 36.70 78.84

路線延長

（ｍ） 19.50 35.50

平均掘削深

（ｍ） ÷ 19.50 1.8 ÷ 35.50 2.2

掘削日数

（日） 1.8 × 0.9 × 30.0 ÷ 67.0 0.73 2.2 × 0.9 × 30.0 ÷ 67.0 0.89

埋め戻し日数

（日） 1.2 × 0.9 × 30.0 ÷ 116.0 0.28 1.6 × 0.9 × 30.0 ÷ 116.0 0.37

建て込み日数

（日） 0.18 × 3 0.54 0.20 × 3 0.60

引き抜き日数

（日） 0.10 × 3 0.30 0.12 × 3 0.36

管布設日数

（日） 0.190 × 3 0.57 0.190 × 3 0.57

) ) )

（ 0.73 ＋ 0.54 ＋ 0.57 ）×1／2 （ 0.89 ＋ 0.60 ＋ 0.57 ）×1／2
＋（ 0.28 ＋ 0.30 ) ＋（ 0.37 ＋ 0.36 ) )

日　進　量

（ｍ/日） 30.0 ÷ 1.5 20.0 30.0 ÷ 1.8 16.7

供用日数

（日） 19.50 ÷ 30.0 × 1.5 × 1.67 2 35.50 ÷ 30.0 × 1.8 × 1.67 4

使用数量

（m2） 78 78 150 150

55 ÷ 30 2

1/2× ( 2 ＋ 1 ) 2

修理費および

損耗費（m2） 150 150

冬期割増 無し 往復

仮設材等の積込み・取卸し費　基地～現場～基地

78.84

（日）

運　搬　費

（ｔ）

補正率

使用回数

36.70 78.84

使用日数

14.6

1.8

35.50

1.5

19.50

道路区分 計計 計砂利道

建込簡易土留　2.5 ＜ H ≦ 3.0 ( Q=0.20 )

36.70

土留無　　H ≦ 1.5 ( Q=0.20 ) 建込簡易土留　　1.5 ＜ H ≦ 2.0 ( Q=0.20 ) 建込簡易土留　2.0 ＜ H ≦ 2.5 ( Q=0.20 )

計砂利道

土留材賃料計算書（φ150）その１



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(マンホール設置工：１号組立マンホール)



MH MH 適用 蓋 底版

No. 深 MH高 流入150 流入200 流出150 流出200 0.11 0.045 0.025 0.05 0.10 0.15 0.30 0.45 0.60 0.30 0.60 0.90 1.20 1.50 1.80 0.60 0.90 1.20 1.50 1.80 0.13 T-14 T-25

1 1.77 1.94 20 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 箇所
箇所
箇所

マ  ン  ホ  ー  ル  数  量  計  算  書 

蓋荷重可とう継手(箇所)

３．０ｍ以下

斜壁 直壁 く体調整リング調整金具

４．０ｍ以下
５．０ｍ以下

マンホール深

マンホール深

マンホール深

最大
落差

計



１号マンホール インバート数量計算書

( + ( + ) ) ＊入力欄＊

m

* * π m （勾配7%以内）
0号( 0.020㎜～0.052㎜)

m 1号( 0.020㎜～0.063㎜)
2号( 0.020㎜～0.084㎜)

* * π
4 * 2 計算結果

m3
モルタル上塗り工

2 cm ㎡

* =

* π / 2 *
=

0.900

0.712 m2

0.150

0.008 = 0.141 m3

0.212 =

0.020

0.135 +

m30.900* 0.008

0.075

h

*

=

0.170

0.235

a =
0.900 0.900

4
0.635

A

= m

0.150

0.225
2

=

0.020
=

㎡

0.235

= 0.635 -

v =
0.150

V = 0.635

h
0.225

-

0.212
0.150

0.712

落差

0.900 0.150

コンクリート人力打設

0.900

0.020

0.135

0.141

マンホール内径

管内径

0.900

0.150



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(マンホール設置工：０号組立マンホール)



MH MH 適用 蓋 底版

No. 深 MH高 流入150 流入200 流出150 流出200 0.11 0.045 0.025 0.05 0.10 0.15 0.30 0.45 0.60 0.30 0.60 0.90 1.20 1.50 1.80 0.60 0.90 1.20 1.50 1.80 0.13 T-14 T-25

3 1.73 1.90 20 1 1 1 1 1 1 1 1

4 1.99 2.16 20 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 2 0 2 2 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2

2 箇所
箇所

0 箇所

調整リング 斜壁 直壁

マンホール深 ５．０ｍ以下

マ  ン  ホ  ー  ル  数  量  計  算  書 

く体 蓋荷重

計

マンホール深 ２．０ｍ以下
マンホール深 ３．０ｍ以下

最大
落差

可とう継手(箇所) 調整金具



０号マンホール インバート数量計算書

( + ( + ) ) ＊入力欄＊

m

* * π m （勾配7%以内）
0号( 0.020㎜～0.052㎜)

m 1号( 0.020㎜～0.063㎜)
2号( 0.020㎜～0.084㎜)

* * π
4 * 2 計算結果

m3
モルタル上塗り工

2 cm ㎡

* =

* π / 2 *
=

マンホール内径

管内径

落差

コンクリート人力打設

0.750

0.505

0.096

0.750

0.150

=

0.750

m

m3

0.170

0.750

h

0.235

* 0.235 -

=

=

0.007

0.441

= 0.096

0.020

v =
0.150 0.150

0.150

0.020

m3

㎡

0.007*

=h
0.2250.225

2

0.075

A = 0.441 - 0.113 +

a =
0.750 0.750

4

V = 0.441

0.177 =

0.020

0.113

0.177
0.150

0.505 m3

0.750 0.150



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(マンホール設置工：小型マンホール)



マ  ン  ホ  ー  ル  数  量  計  算  書 

起点 中間点 起点 中間点

0.11 0.10 0.15 0.19 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60 0.70 0.80 0.90 1.00 0.10 T-14 T-25

2 1.82 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1

インバート

計

底版 蓋荷重MH

No. 深
0.33

蓋 調整リング 斜壁 直壁 φ150 φ200MH



蓋・受枠 調整リング 斜壁 直壁×n 管取付壁 底盤 蓋・受枠 調整リング 斜壁 直壁×n 管取付壁 底盤

0.034 0.01 0.01 0.01 0.05 0.02 0.054 0.01 0.01 0.01 0.07 0.02

1.824 T-14 中間点 150 0.034 0.01 0.01 0.01 0.05 0.02 0.134 0.054 0.01 0.01 0.01 0.07 0.02 0.174

0.12 0.16

小型マンホール（コンクリート製）集計表（１）

インバート 本管径

合計

9

10

小型
ﾏﾝﾎｰ
ﾙ№

8

小型ﾏﾝ
ﾎｰﾙ深

鉄蓋

7

1

2

3

4

5

6

合計 合計

土木一般世話役

合計×0.9 合計×0.9

普通作業員



蓋・受枠 調整リング 斜壁 直壁×n 管取付壁 底盤 蓋・受枠 調整リング 斜壁 直壁×n 管取付壁 底盤

0.008 0.008 0.008 0.008 0.008 0.008 0.008 0.008

1.824 T-14 中間点 150 0.008 0.008 0.008 0.008 0.032 0.008 0.008 0.008 0.008 0.032

0.03 0.03

小型マンホール（コンクリート製）集計表（２）

8

9

10

合計 合計×0.9

特殊作業員

合計×0.9

2

3

4

5

6

7

トラッククレーン賃料

合計 合計

1

小型
ﾏﾝﾎｰ
ﾙ№

小型ﾏﾝ
ﾎｰﾙ深

鉄蓋 インバート 本管径



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(公共ます設置工および取付管工)



規　　　　　　　格 名　　　　　称 規　　　　　　　格

防護蓋なし プレンエンド直管

H = 1.50 m 以上 箇所 φ200㎜×4,000㎜ 1 本

防護蓋あり

H = 1.50 m 以上 3 箇所

防護蓋なし

H = 1.50 m 以下 箇所 個

防護蓋あり

H = 1.50 m 以下 2 箇所

5 個

管径１００ 5 箇所 3 個

取付管布設延長（水平距離）

１箇所当（市場単価補正用） 1.75 m

ゴム輪受口形  流入100×流出100

Ｈ＝2.00ｍ以下 5.7 ｍ 横型　ストレート合流 3 個

ゴム輪受口形  流入150×流出150

5 箇所 横型　ストレート合流 個

ゴム輪受口形  流入100×流出100

横型　90°三方向合流 個

ます設置工・取付管布設工　数量内訳

数　　　量

ます設置工
(ます径200mm)

数　　　量

立上がり管

取付管ＴＶカメラ調査工

名　　　　　称

市
場
単
価

市
場
単
価

取付管布設及び
支管取付工

鋳鉄製防護蓋

軽量鋼矢板土留
(軽量金属支保工・水圧式)

φ200用(防護ハット用)

φ200用　T-8  簡易型

φ200　ワンタッチ式　鎖付

塩ビ製内蓋

塩ビ蓋

公共ます
(塩化ﾋﾞﾆﾙ製ｲﾝﾊﾞｰﾄます)

ます径200mm



種　　　　別 Σ（Ｈ・ｎ）

1.83 2.10 2.18 2.23 10.57

1 1 1 2 5
種　　　　別 Σ（Ｗ・ｎ）

0.90 4.50

5 5

〇取付管布設延長
種　　　　別 数　量

10.57 ÷ 5 2.11

4.50 ÷ 5 ÷ 2 0.45

（ 0.156 × 5 ＋ 0.206 × ）÷ 5 0.16

（ 2.60 ＋ 4.80 ）÷ 5 1.48

√｛ 0.45 ^2＋（ 2.11 － 1.48 － 0.26 ）^2｝× 3 1.75

1.75 ＋ 2.30 ＋ 4.20 8.3

（ 2.25 ＋ 2.30 ＋ 4.20 ) ÷ 5 1.75

〇公共ます（塩化ﾋﾞﾆﾙ製）立上がり管数量

Ｈ＝ 0.20 Ｈ＝ 0.15 Ｈ＝ 0.02

プレンエンド直管

φ200㎜×4,000㎜

公共ます および 取付管　使用数量計算書

③　防護蓋

4.80 3 1

延長(①-②×n1-
③×ｎ2-④×ｎ3)

本　　数（本）

平均公共ます深

立上がり管延長

取付管布設延長

取付管布設水平延長
(市場単価補正用)

3

②公共ます底塊①
公共ます深合計

本管平均掘削深

本管平均掘削幅 ÷ 2

本管外径

3.75

種　　　別
④　塩ビ蓋

掘　　　　　削　　　　　深　　　　　組　　　　　合　　　　　せ

掘　　　　　削　　　　　幅　　　　　組　　　　　合　　　　　せ

計　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　式

本管平均掘削深（Ｈ）

公共ます数（ｎ）

本管平均掘削幅（Ｗ）

公共ます数（ｎ）



ます設置工および取付管工　数量詳細（H≦1.50m・市場単価） No.1

1 1.30 1 1 1 1 1.00 0.40 0.50 2.18 0.90 150

2 1.30 1 1 0.50 0.40 0.50 1.83 0.90 150

2.60 2 1 1 2 1.50 0.80 1.00

2.60 2 1 1 2 1.50 0.80 1.00

2.01 0.45 0.156

県道L交通 砂利道 土砂 側溝他

計

合　計

蓋

塩ビ蓋
曲管

ます
番号

公共ます
深さ 防護蓋

平均汚水桝深（ｍ）
1.30 2.30

県道A交通 一般市道

管布設延長計

公共
ます

支管

備　　考

本管平均
掘削深

本管平均
掘削幅

県道歩道

取　付　管　延　長

簡易舗装道 本管径幹線市道 宅　内



ます設置工および取付管工　数量詳細（1.50m＜H） No.1

3 1.60 1 1 1 1 1.00 0.40 0.50 2.23 0.90 150

4 1.60 1 1 1 1 1.00 0.40 0.50 2.23 0.90 150

5 1.60 1 1 1.00 0.40 0.50 2.10 0.90 150

4.80 3 2 2 3 3.00 1.20 1.50

4.80 3 2 2 3 3.00 1.20 1.50

2.19 0.45 0.156

側溝他 宅　内簡易舗装道 県道歩道一般市道 幹線市道

計

合　計

平均汚水桝深（ｍ）
1.60 4.20

支管
公共
ます

取　付　管　延　長

県道A交通

ます
番号

公共ます
深さ 防護蓋 塩ビ蓋

蓋

曲管
県道L交通 砂利道

管布設延長計

本管平均
掘削深

本管平均
掘削幅

土砂 本管径

備　　考



掘削日数

（日） 1.7 × 1.07 × 28.0 ÷ 67.0 0.76

路線延長 埋戻日数

（ｍ） 5.70 （日） 1.3 × 1.07 × 28.0 ÷ 116.0 0.34

掘削幅 建込日数

（ｍ） （日） （ 0.026 ＋ 0.005 ＋ 0.005 ）× 28 1.01

面積 引抜日数

（㎡） 6.10 （日） （ 0.010 ＋ 0.004 ＋ 0.003 ）× 28 0.48

平均掘削幅 管布設日数

（ｍ） ÷ 1.07 （日） 0.017 × 28 0.48

（ 0.76 ＋ 1.01 ＋ 0.48 ）× 1/2

＋（ 0.34 ＋ 0.48 ）

ます深 日進量

（ｍ） 4.80 （ｍ/日） 28.0 ÷ 1.9 14.7

ます設置数 供用日数

（箇所） 3 （日） 5.70 ÷ 28.0 × 1.9 × 1.67 1

平均ます深

（ｍ） ÷ 1.6

平均掘削深 1 ×（ 賃料 × 1.2 ＋ 賃料 × 3 ＋ 賃料 ）

（ｍ） + 1.7

※平均掘削深＝平均汚水桝深＋0.1（砂基礎厚） 修理費 × 1.2 ＋ 基本料 × 3 ＋ 基本料

運搬費

（t） 無し 往復

土留材数量および賃料計算書

種別・土留深

土砂 砂利道
道路区分

軽量鋼矢板　　　Ｈ＝2.00ｍ以下

合 計
宅　　内

1.07 1.07

1.61

使用日数

冬期割増

仮設材等の積込み・取卸し費　基地～現場～基地

1.07

1.6

6.10 5.70

3

4.80

4.80

規格
1.50m＜H

φ200

1.28 3.21

1.20 3.00

1.07

1.50

1.9（日）

1.2

１現場当り修理費及び損耗費×重量+(腹起し+切梁)基本料×本数＋ポンプ基本料

供用日数×（鋼矢板賃料×重量＋（腹起し＋切梁）賃料×切梁の本数＋ポンプ賃料）賃料

修理費
および
損耗費

3.0

0.1



1.0 1.9 1.1 2.2 5.5 2.6 14.3

0.3 0.6 0.9

ﾊﾞｯｸﾎｳ

Q=0.2m
3 0.8 0.6 1.8 2.5 5.7

1.1 2.6 3.7

0.1 1.2 -0.1 0.2 2.7 -0.3 3.8

0.2 0.3 0.4 1.0 1.9

砂利道

内径φ200塩化ﾋﾞﾆﾙ製（H≦1.50m・市場単価） 内径φ200塩化ﾋﾞﾆﾙ製（1.50m＜H）

宅　　内砂利道

合　計

土砂 宅　　内 土砂

残土処理(m
3
)

残土処理(m
3
)

砂基礎（m
3
）

砂(m
3
)

土砂(m
3
)

土砂(m
3
)

埋
戻
工

As舗装版

土砂

15cm
以下

30cm
以下

10cm
以下

15cm
以下

人力

Q=0.20

備考

土工延長詳細図

平面図

取付管土工集計表

機械掘削(m
3
)

舗装切断工(m)

舗装取壊工(㎡)

公共ます種類

道　路　区　分

200 300

取付管延長

掘削延長

道路

土砂 400 宅内 500

道路側溝

官
民

境

界

取付管

側溝幅 400

公共ます

掘削ライン



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.40 ｍ

1.03

0.80

切込砕石

（C-20）

 

1.25 1.0

 再生砕石

（RC-40）

機　械

0.97 0.8 掘　削

1.40 1.40 砂

 

0.17 0.1 良質土

 

0.23 0.2 1.40

0.314 砂基礎

※平均掘削深＝平均汚水桝深＋0.1（砂基礎厚） 0.75

平均掘削幅Ｗ＝ 0.89

土砂

砂基礎（m
3
）

As取壊し

As舗装

土砂
残土処理（m

3
）

舗装取壊し（㎡）

掘　　削（m
3
）

砂

土工量

舗装切断（m） 15 cm以下

名　　　　称 規　　　　格 ｍ当たり 土工延長

埋戻し（m
3
）

土砂



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.40 ｍ

1.03

1.50

切込砕石

（C-20） 0.10

 

1.25 1.9

 再生砕石

0.18 0.3 （RC-40） 0.30

機　械

0.43 0.6 掘　削

1.40 1.40 砂 0.20

 

0.77 1.2 良質土

 

0.23 0.3 0.80

0.314 砂基礎

※平均掘削深＝平均汚水桝深＋0.1（砂基礎厚） 0.75

平均掘削幅Ｗ＝ 0.89

砂基礎（m
3
）

舗装取壊し（㎡）

規　　　　格

cm以下

名　　　　称

砂利道

残土処理（m
3
）

Ａs舗装

土砂

掘　　削（m
3
）

埋戻し（m
3
）

砂

土砂

土工量

舗装切断（m） 15

ｍ当たり 土工延長

As取壊し



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.30 ｍ

1.01

1.00

 

1.14 1.1

人　力 人　力

1.13 1.1 掘　削 埋　戻

1.30

 

-0.12 -0.1

0.75

平均掘削幅Ｗ＝ 0.88

土工延長

舗装取壊し（㎡）

土工量

土砂
残土処理（m

3
）

Ａs舗装

ｍ当たり

掘削（m
3
）

宅　　内

規　　　　格

砂

名　　　　称

埋戻し（m
3
）

舗装切断（m）

0.114

土砂(人力)



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.70 ｍ

1.07

1.20

切込砕石

（C-20）

 

1.82 2.2

 再生砕石

（RC-40）

機　械

1.48 1.8 掘　削

1.70 1.70 砂

 

0.18 0.2 良質土

 

0.33 0.4 1.70

 

0.314 砂基礎

As取壊し

土砂

Ａs舗装

土砂

砂基礎（m
3
）

掘　　削（m
3
）

埋戻し（m
3
）

砂

舗装切断（m） 15

土工量土工延長

土砂

名　　　　称 規　　　　格

残土処理（m
3
）

舗装取壊し（㎡）

ｍ当たり

cm以下



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.70 ｍ

1.07

3.00

切込砕石

（C-20） 0.10

 

1.82 5.5

 再生砕石

0.21 0.6 （RC-40） 0.30

機　械

0.84 2.5 掘　削

1.70 1.70 砂 0.20

 

0.89 2.7 良質土

 

0.33 1.0 1.10

 

0.314 砂基礎

砂基礎（m
3
）

As取壊し

残土処理（m
3
）

Ａs舗装

土砂

舗装取壊し（㎡)

掘　　削（m
3
）

埋戻し（m
3
）

砂利道

砂

土砂

土工量

舗装切断（m） 15 cm以下

名　　　　称 規　　　　格 ｍ当たり 土工延長



取付管土工計算書
 

道路区分: 平均掘削深＝ 1.60 ｍ

1.07

1.50

 

1.71 2.6

人　力 人　力

1.70 2.6 掘　削 埋　戻

1.60

 

-0.18 -0.3

 

0.114

残土処理（m
3
）

Ａs舗装

土砂

舗装取壊し（㎡）

掘　　削（m
3
）

埋戻し（m
3
）

砂

土工量土工延長

土砂(人力)

宅　　内

名　　　　称 規　　　　格 ｍ当たり

舗装切断（m）



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(附帯工)



仮復旧工計算書

種　　別 規　　格

0.90 * 55.00 + 0.89 * 1.50 + 1.07 * 3.00 = 54.00

54.0 ㎡

上層路盤工と同 54.00

54.0 ㎡

下層路盤工

砂利道(t=100)
上層路盤工

数　　量計　　　　算　　　　式

75＜t≦125　C-20

砂利道(t=300)

275＜t≦325　RC-40

仮復旧舗装工



種　　別 規　　格

○ 9.00 * 0.05 = 0.45 0.5 m3

0.5 ｍ3

9.00 9.0 ㎡
⑤再密(13F)　幅1.4m未満
車道t=50mm以下　ﾌﾟﾗｲﾑ ○ 9.00 9.0 ㎡

W=30cm、h=3cm

溶融式、手動
破線15cm, t=1.0mm

中央線, 白色

人力舗装工と同

砂利道人孔巻立舗装部

水性ﾍﾟｲﾝﾄ式、自走
実線(常温)15cm, t=1.0mm

外側線, 白色

切削工

区画線工

機械施工（補充材なし）

砂利道人孔巻立舗装部

舗装復旧工計算書

人力舗装工

t≦10cm

計　　　　算　　　　式

掘　削　工

舗装切断工

舗装版破砕工

不陸整正工

Ｃ２０－０

数　　量

ｔ≦15

残土処理工
Ａｓ塊

土砂
掘削工と同



舗装復旧工計算書 砂利道人孔巻立舗装部
○表層工(t=5cm)

測　　　点 幅 距　　離 面　　積 測　　　点 幅 距　　離 面　　積 測　　　点 幅 距　　離 面　　積

M1 1.50

M2 1.50 2.25

M3 1.50 2.25

M4 1.50

合計 9.0

1.50

2.251.50

1.50

1.50

2.25



平成30年度　三世寺地区下水道整備工事

数　　量　　計　　算　　書

(仮設工)



H≦1.5 Ｈ＝2.0ｍ Ｈ＝2.5ｍ Ｈ＝3.0ｍ Ｈ＝3.5ｍ Ｈ＝4.0ｍ H≦1.5 Ｈ＝2.0ｍ Ｈ＝2.5ｍ Ｈ＝3.0ｍ Ｈ＝3.5ｍ Ｈ＝4.0ｍ Ｈ＝2.0ｍ Ｈ＝2.5ｍ Ｈ＝3.0ｍ Ｈ＝3.5ｍ

19.50 35.50 5.70 55.0

20.0 16.7 14.7

1.0 2.1 0.4 4

標準工期 ＝（日数＋附帯工日数）×1.67＋50日 交通誘導員 ＝（水替日数＋附帯工日数）×1

59 日 5 人

土地借上料 =標準工期÷30日 本管ＴＶ調査工 ＝管渠延長（φ150）

≒

2 ヶ月 53.0 ≒ 53  ｍ

　電力料（開口部）＝水替日数×1.67 本管ＴＶ調査工 ＝管渠延長（φ200）

≒

7 日 ≒  ｍ

　電力料（起・終点）＝標準工期 取付管ＴＶ調査工 ＝汚水桝設置箇所数

59 日 5 箇所

　臨時電力設備設置箇所＝総延長÷60ｍ 土質試験 ＝

1 箇所 1 試料 （コーン指数試験）

除雪工 ＝ 試験掘工 ＝

1 式 2 箇所

＝55.00÷60ｍ＝

＝（4＋1）×1＝

＝59÷30＝

＝4×1.67＝

＝

合計
(総延長は本管のみ)

本管φ200 取付管

＝（4＋1）×1.67＋50＝

工期算出表

日数

日　数（日）

掘削深

総延長（ｍ）

本管φ150

日進量（ｍ/日）



日当り

施工量

54.0 54.0 0.2

54.0 54.0 0.4

0.5 0.5 0.01

9.0 9.0 0.01

9.0 9.0 0.04

1

舗装版破砕工

機械掘削

不陸整正

舗装工

路面切削工

区画線工

日　　数

㎡ 268

歩道施工 2層(30cmまで) ㎡ 268

数　　　　　量 合　　計

㎡

工　　　　　　種 規　　　　　格

上層路盤工
歩道施工 1層(15cmまで)

単位

268

歩道施工 3層(60cmまで) ㎡ 268

仮舗装工（人力施工）
歩道 幅1.4m未満
t=25mm以上～35mm未満

㎡ 250

下層路盤工
歩道施工 2層(40cmまで)

舗装版切断工
As  t=15cm以下 ｍ 240

Co  t=15cm以下 ｍ 150

合　　　　計

溶融式、手動
実線15cm

㎡ 1,500

8,200

車道 幅1.4m未満
t=50mm以下

㎡ 250

帯状切削
平均h=3cm以下

㎡ 1,800

溶剤・水性ﾍﾟｲﾝﾄ式、自走
実線(加熱・常温)15cm

㎡

t=10cm以下 ㎡ 810

土砂、小規模、標準 m3 37

附帯工日数計算書

㎡ 1,580

車道 幅1.4m以上
t=25mm以上～70mm未満

㎡ 2,300



幅 Ｗ＝ 0.80

延長 Ｌ＝ 1.50

深 Ｈ＝ 1.50

②再生密粒度As(13)

埋戻工
路盤用・砂

1,400

900

人力掘削・積込 Ｖ＝ 0.80 × 1.5 1.5 1 ＝ ㎥

埋戻工（土砂） Ｖ＝ 0.80 × 1.5 0.90 1 ＝ ㎥

埋戻工（路盤用砂） Ｖ＝ 0.80 × 1.5 0.20 1 ＝ ㎥

残土処理 Ｖ＝ 1.8 - ( ÷ 0.9 ） × 1 ＝ ㎥

上層路盤工(C-20) Ａ＝ 0.80 × 1.5 1 ＝ ㎡

下層路盤工(RCｰ40) Ａ＝ 0.80 × 1.5 1 ＝ ㎡

300
埋戻工
RCー４０

0.6

埋戻工
土砂

（１箇所当たり）

× 1.8

× 1.1

0.2

100砕石

× 1.2

× 1.2

1.1

×

×

×

200

復旧断面

×

掘削断面

100 Ｃ－２０

　試　験　掘　工 砂利道

略　図
Ｎｏ　ｓｃａｌｅ

1,500


